
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

受講者の実績からも本研修の需要の高さがうかがえるので、今後も継続して実施していきたい。実技は１回の受講人数が制限されるので、

より多くの希望者が受講できるよう平成25年度は受講回数を増やし、引き続き事業を継続していく。

目標に対

する成果

の状況

・受講者数は目標の延80名を超え、延111名が参加した。

・実技を実施する回では備品等の関係で受講人数が制限されているが、講義の回では毎回30名を超える参加があり、現場からの必要性

が感じられる。

以上より、成果目標は達成できたといえる。

 概算事業費（B（A）+C） 2,092 2,081 2,081 3,453

1,652 1,652 1,652

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

Aの

財源

214 214 214

概　算

人件費

0.20 0.20 0.20 0.20

1,663

429 429 429

1,801

215 215 215 0

予

算

額

前年度繰越

当初予算

429 429合計（A) 429

429 429 1,801429

補正予算

1,801

延80名

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24

助産師支援研修会 委託 産科医師による講義及び実技指導 429 429 1,801

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 医療提供体制推進事業費補助金交付要綱

　看護職員確保対策事業等実施要綱

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

課・室 医療推進課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  ４-4-3　健康づくり・医療充実プロジェクト E-mail iryo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－１　健康で長生きできる地域づくり

受講者数：延80名

助産師が医師との協働による正常産の進行管理を自ら行なうことができるように、必要な知識・技術を習得し、スキルアップを図る。

H19より助産師支援検討会が開催され、H21より助産師支援研修会が実施されている。現在、県内では21の医療機関で助産師外来が開

設されており、助産師が医師との協働により、専門性を十分に発揮し、ケアを提供している。過去２年間では延100名を超える受講者がある

が、開催場所が県内１か所のみであり、複数箇所で開催することにより、県内の助産師に受講機会を増やす必要がある。

成果目標の達成状況

事業番号 04 03 28 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名

～

項目

受講者数

H25

（当初） （決算） （当初）

助産師支援研修事業助産師支援研修事業助産師支援研修事業助産師支援研修事業
担

当

課

部局 健康福祉部

 ３　医療従事者の養成・確保 実施期間 H19

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

延80名 延111名 達成

合計 429 429 1,801

Ｈ２４
H25

目標

延100名


